★コラム + コミック ★ 


杉作 J 太郎の 

マンコラム32 


で、経済的にももちろんキツかった。 

ハツキリ言って漫画1本で喰えたのはなん 
かの間違いで注文がそこそこあって月産50ベ 
ージをこなしたデビュー直後の数 力 月だけで 
した。あとはもうヒサンの一語であります。 
生きるために悔しい思いも数え切れないほど 
しました。ま、知らない人は知らなくていい 
ですからいちいち言いませんが、濩画以外の 
仕事でなんとかかんとか生き延びてきた…… 
そんな感じであります。早い話が二足のワラ 
ジどころか百足（ムカデ）のワラジでありま 
す。そ一ゆ一姿に嫌悪感を持つ人も多いです。 
面と向かってグチグチ嫌味をいう人もおりま 
す。だが、結局俺の気持ちをわかっても5う 
必要もないし、ただ、自分がやりつづければ 
いいだけだな……と、そんな15年だったと思 
います。 

歯を食いしばって、柳に風。 

そんな15年間だったと思います。 


MAN COLUMN BY J . SUGISAKU . VOL .32 


今年の夏が来れば、俺も灃画家デビューし 
て、丸15年になる。 

ま、長いよ一な短いよ一な、中途半端な年 
数だといえるかもしれないが、とりあえずは 
切りのいい数字である。15年周年を祝して、 
記念灃画を執筆してもいいかな〜？ 

いいとち ーッ！ 

反応がないのに憤れてるもんだから、ひと 
りで質問してひとりで応じるのにも風格っつ 
一もんが出てきましたね、グラッチエグラッ 
チェ。 

さて、一口に15年といってしまえばそれま 
でではあるが、俺のよ一なタイプの描き手が 
15年を迎えるというのはある意味で大変しん 
どいことではある。なにしろ、灃画で生計は 
完璧に成立しませんか5ね。この15年間でお 
そらく 3000枚ぐらいの灃画を描いてきている 
とは思3のだが、みなさんも一目瞭然、おわ 
かりのよ一にズパリ言つてへ夕でしよ？ちよ 
うど俺がデビューした当時はへタウマ灃画っ 
てい d 言葉が流行していたのですが、俺の塌 
合は編集者さんに「へ夕へ夕灌画」って命名 
されておりました。おまけに自分でいうのも 
あつかましいが （15 周年とい*5ことでカンペ 
ンしてもらいたい）面白くないし。へりくだ 
って言うわけじゃなく、本音の部分で、よく 
こんなんで潘画家してるよと思います。ちゃ 
んとやつてる人の漘画を見る度に、ああ、も 
3やめよ d ……その連続の15年間でした。精 
神的にもキツい15年間だったわけです。 


I 

ビューし 

ド端な年 
5えずは 


漫画家生活15周年記念作品 
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が、それでも 15 年もやつてるというこ 
とは、内情を知5ない人にしてみ n ば、 
そこそこ売れてる溲画でもあるんだろ— 
と思うのであろう。 

うすうす俺が潘画を描いてることを知 
つてはいるが、詳しくは知6ない人の場 
合、善意の誤解といろのが生じるわけで 
ある。 



ほら 

少年マガジンで 
やつてる 

漫画 

あるでしよ 




そ—ゆ—ことを嫌味で言うケ—スも考 
えられないわけではないが、嫌味で言う 
人と善意で言/つ人の違いぐ6いはいく6 
なんでもわかります。 

「いや……それは誰か別の灃画家さんと 
間違つてお5れるのでは……」 

言えばいいよろなちんですが、相手の 
間違いを正すだけではな<、その壜の雰 
囲気が悪くなつてしまいそ3ですか6な。 
ホントのことをいえば、相手も恐縮する 
だろうし。 

「ま、いずれ遅かれ早かれ、今の発言が 
間違いだということはわかるだろう」 

そ/つ思つてその場は早送りで、 

「ハハハ、それよりも……」 

別の話題を振つたりするわけですが、 
鋭い人だとその際の俺のぎこちない態度 
で間違いをわかつて<れるのではないか、 
そう思つたりしているわけです。 

よ<あるんですね、こ—ゆ—のは。 
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「じゃああんた、子供の頃からガロやエ 
□本' 読んでたの？」 

つてことになりますよね。 

ま、ひょつとした6、 

「ええ、うちは父親が好きなもんだから 
家の中にそ—ゆ—本がゴロゴロ転がつて 
ました」 

なんていう答が返つてこないともかぎ 
りませんが、可能性としてはウスウスだ 
と思います。 

だいたい、雰囲気でわかるしね。もし 
子供の頃からそ—ゆ—のを読んでる人だ 
つた 5雰囲気が違*5から…… つて謗 者の 
みなさん、これは褒め言葉です よ！ 
でもとにかく、そ—ゆ—ふうに、 
「読んでましたよ！」 

なんてあき6かに間違いであるという 
感じの人から言われた場合、こち5の出 
方というのは実に難しい。 

単なる社交辞令だと思つて、笑つて頭 
を下げといてもいいのだが、それじゃあ 
なんだかウソツキでしょ? • 

サギ師一平！ 

そんな感じになつてしまいますから。 
思いのほかに、針のムシロなんです。 
そ—ゆ—ことを言われると。 


でも、その資任はやはり自分にもある 
わけで。 

自分の力屋不足ですから。 

じやあ修行すればいい。 

簡単な話ではあります。 

藺単な話ですが、当事者としては簡単 
な話でもない。 

「なんでできないの か！」 

言うのは簡単だし、反省するのも藺単 
です。しかし実践するとなると難しい。 
ど一する?. 

ど一する? • 

ど I すんの！ 

結果、答がないままに、走り続けるわ 
けです。 

ブランもなにもない。 

いや、ないことはないのだが現実的ブ 
ランではないですか6。 

まさに、狂つた自転車操業。 

そんな感じでありました。 

「も/つ、なにもかもやめて、誰も知6な 
い町で I から出直して 9 5そう……」 
正直な話、今日に至つても常々、そろ 
考えることはあります。 
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さて 
話は.： 

今 

俺の名刺 
すべて手 


杉作さん 
漫画の 
おしごと 
忙しいですか 



杉作 J 太郎……なんていうフザけた名 
前の名刺を名剌屋さんに注文するのがイ 
ヤだといろのが理由であります。 

「なんか、遊びにつきあわされてるんじ 
やねえか?.」 

そう思/っでしようか5。 

「架空の名前で名刺作って、犯罪にでも 
使うんじやねえか?.」 

思ってちしかたのない名前ですか5。 
だから自分で一枚一枚、手 3 きにして 
いるのであります。 

で、住所と名前だけだとあまりにも相 
手をバカにしたよ—な気がしますんで、 
一枚ずつ、ちよこちよこっとイラストを 
描いてます。そした5なかなかこれが好 
評でしてな(面と向かってバカにすんな、 
汚ね—ぞ、と言わない•たけかもしれない 
と自分に対しては常に言い聞かせており 
ますが)最近ではカラ—イラストにして 
おります。 



いや〜 
それが 
ほとんど 
ないんです 





